
JP 2017-508463 A5 2017.7.20

10

20

30

40

50

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成29年7月20日(2017.7.20)

【公表番号】特表2017-508463(P2017-508463A)
【公表日】平成29年3月30日(2017.3.30)
【年通号数】公開・登録公報2017-013
【出願番号】特願2016-555518(P2016-555518)
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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月6日(2017.6.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ヒトＩＬ－１７Ａに特異的に結合する単離されたモノクローナル抗体または重鎖の可変領
域（ＶＨ）および軽鎖の可変領域（ＶＬ）を含有するそのフラグメントであって、該抗体
またはそのフラグメントが、以下：
　ａ）３個の超可変領域ＨＣＤＲ１、ＨＣＤＲ２およびＨＣＤＲ３を含む重鎖可変ドメイ
ン（ＶＨ）、ここで
　ＨＣＤＲ１は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１：Ｆ－Ｔ－Ｆ－Ｓ－Ｘ３１－Ｘ３２－Ｘ３３－
Ｘ３４－Ｘ３５（Ｋａｂａｔインデックスに従う番号付け）のアミノ酸配列を含み、ここ
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で
　Ｘ３１は、Ｎ、Ｄ、Ｋ、Ｌ、ＰまたはＴを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ３２は、ＹおよびＦを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ３３は、Ａ、Ｇ、Ｎ、Ｓ、ＴまたはＶを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ３４は、ＭおよびＩを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ３５は、Ｓ、Ｇ、ＮまたはＴを含む群から選択されるアミノ酸である；
　ＨＣＤＲ２は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２：Ｘ５０－Ｉ－Ｘ５２－Ｘ５２ａ－Ｘ５２ｂ－
Ｘ５３－Ｇ－Ｘ５５－Ｘ５６－Ｘ５７－Ｘ５８のアミノ酸配列を含み、ここで
　Ｘ５０は、Ｒ、Ｇ、Ｉ、Ｌ、ＭおよびＳを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ５２は、ＤおよびＥを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ５２ａは、ＧおよびＭを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ５２ｂは、Ｇ、Ｌ、ＲおよびＶを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ５３は、ＩおよびＬを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ５５は、Ｓ、Ｔ、Ｌ、ＲおよびＷを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ５６は、Ｓ、Ｔ、ＳおよびＹを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ５７は、Ｓ、Ｔ、Ｌ、ＲおよびＷを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ５８は、Ｙ、Ｔ、ＬおよびＫを含む群から選択されるアミノ酸である；
　ＨＣＤＲ３は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３：С－А－Ｘ９４－Ｘ９５－Ｙ－Ｘ９７－Ｘ９
８－Ｘ９９－Ｘ１００－Ｘ１００ａのアミノ酸配列を含み、ここで
　Ｘ９４は、Ｒ、Ｖ、ＡおよびＩを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ９５は、Ｎ、Ｅ、Ｌ、Ｓ、ＴおよびＶを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ９７は、Ｙ、ＦおよびＶを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ９８は、ＧおよびＳを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ９９は、Ｍ、Ａ、Ｆ、Ｌ、ＰおよびＹを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ１００は、Ｙ、Ｆ、Ｈ、Ｉ、ＳおよびＷを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ１００ａは、Ｙ、Ａ、Ｉ、Ｎ、Ｒ、ＳおよびＶを含む群から選択されるアミノ酸であ
る；
　ｂ）３個の超可変領域ＬＣＤＲ１、ＬＣＤＲ２およびＬＣＤＲ３を含む軽鎖可変ドメイ
ン（ＶＬ）、ここで
　ＬＣＤＲ１は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：４：Ｔ－Ｇ－Ｔ－Ｓ－Ｘ２８－Ｘ２９－Ｘ３０－
Ｘ３１－Ｘ３２－Ｘ３３－Ｘ３４－Ｘ３５のアミノ酸配列を含み、ここで
　Ｘ２８は、Ｅ、ＮおよびＲを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ２９は、Ｄ、ＳおよびＴを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ３０は、Ｖ、ＬおよびＲを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ３１は、ＧおよびＶを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ３２は、Ｆ、Ｙ、Ｌ、Ｓ、ＴおよびＶを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ３３は、Ｇ、ＬおよびＶを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ３４は、Ｎ、Ｓ、ＰおよびＲを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ３５は、Ｙ、Ｗ、ＡおよびＬを含む群から選択されるアミノ酸である；
　ＬＣＤＲ２は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５：Ｘ５０－Ｘ５１－Ｘ５２－Ｘ５３－Ｒ－Ｐ－
Ｓのアミノ酸配列を含み、ここで
　Ｘ５０は、Ｒ、ＥおよびＬを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ５１は、Ｖ、ＳおよびＬを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ５２は、ＮおよびＧを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ５３は、Ｔ、Ｉ、Ｋ、Ｌ、ＲおよびＷを含む群から選択されるアミノ酸である；
　ＬＣＤＲ３は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：６：С－Ｘ８９－Ｘ９０－Ｘ９１－Ｘ９２－Ｘ９
３－Ｘ９４－Ｘ９５－Ｘ９５ａ－Ｘ９５ｂのアミノ酸配列を含み、ここで
　Ｘ８９は、ＳおよびＡを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ９０は、Ｓ、ＧおよびＴを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ９１は、Ｙ、Ｆ、ＡおよびＩを含む群から選択されるアミノ酸であり；
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　Ｘ９２は、ＫおよびＲを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ９３は、ＡおよびＳを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ９４は、ＧおよびＦを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ９５は、ＧおよびＨを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ９５ａは、Ｔを含む群から選択されるアミノ酸であり；
　Ｘ９５ｂは、Ｙ、Ｉ、ＬおよびＷを含む群から選択されるアミノ酸である；
を含む、単離されたモノクローナル抗体または重鎖の可変領域（ＶＨ）および軽鎖の可変
領域（ＶＬ）を含有するそのフラグメント。
【請求項２】
請求項１に記載の単離されたモノクローナル抗体または重鎖の可変ドメイン（ＶＨ）およ
び軽鎖の可変ドメイン（ＶＬ）を含有するそのフラグメントであって、前記の抗体または
そのフラグメントが、以下：
　Ｆ－Ｔ－Ｆ－Ｓ－Ｎ－Ｙ－Ａ－Ｍ－Ｓ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：７）のアミノ酸配列を含
むＨＣＤＲ１；
　Ｒ－Ｉ－Ｅ－Ｇ－Ｇ－Ｉ－Ｓ－Ｓ－Ｔ－Ｙ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：８）のアミノ酸配列
を含むＨＣＤＲ２；
　С－А－Ｖ－Ｎ－Ｙ－Ｙ－Ｇ－Ｍ－Ｙ－Ｙ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：９）のアミノ酸配列
を含むＨＣＤＲ３；
　Ｔ－Ｇ－Ｔ－Ｓ－Ｅ－Ｄ－Ｖ－Ｇ－Ｆ－Ｇ－Ｎ－Ｙ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１０）のア
ミノ酸配列を含むＬＣＤＲ１；
　Ｒ－Ｖ－Ｎ－Ｔ－Ｒ－Ｐ－Ｓ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１１）のアミノ酸配列を含むＬＣ
ＤＲ２；
　С－Ｓ－Ｓ－Ｙ－Ｋ－Ａ－Ｇ－Ｇ－Ｔ－Ｙ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１２）のアミノ酸配
列を含むＬＣＤＲ３；
を含む、単離されたモノクローナル抗体または重鎖の可変ドメイン（ＶＨ）および軽鎖の
可変ドメイン（ＶＬ）を含有するそのフラグメント。
【請求項３】
ヒトＩＬ－１７Ａに特異的に結合する単離されたモノクローナル抗体または重鎖の可変ド
メイン（ＶＨ）および軽鎖の可変ドメイン（ＶＬ）を含むそのフラグメントであって、前
記の抗体またはその活性なフラグメントが、以下：
　ａ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１３のアミノ酸配列を含む重鎖の可変ドメイン（ＶＨ）
　ｂ）ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１４のアミノ酸配列を含む軽鎖の可変ドメイン（ＶＬ）
を含む少なくとも１個の可変ドメインを含む、単離されたモノクローナル抗体または重鎖
の可変ドメイン（ＶＨ）および軽鎖の可変ドメイン（ＶＬ）を含むそのフラグメント。
【請求項４】
ヒトＩＬ－１７Ａに特異的に結合する単離されたモノクローナル抗体または重鎖の可変ド
メイン（ＶＨ）および軽鎖の可変ドメイン（ＶＬ）を含むそのフラグメントであって、前
記の可変ドメインが、請求項３に記載の配列と少なくとも９０％同一のアミノ酸配列を含
む、単離されたモノクローナル抗体または重鎖の可変ドメイン（ＶＨ）および軽鎖の可変
ドメイン（ＶＬ）を含むそのフラグメント。
【請求項５】
ヒトＩＬ－１７Ａに特異的に結合する単離されたモノクローナル抗体または重鎖の可変ド
メイン（ＶＨ）および軽鎖の可変ドメイン（ＶＬ）を含むそのフラグメントであって、前
記の可変ドメインが、請求項３に記載の配列と少なくとも９５％同一のアミノ酸配列を含
む、単離されたモノクローナル抗体または重鎖の可変ドメイン（ＶＨ）および軽鎖の可変
ドメイン（ＶＬ）を含むそのフラグメント。
【請求項６】
ヒトＩＬ－１７Ａに特異的に結合する単離されたモノクローナル抗体または重鎖の可変ド
メイン（ＶＨ）および軽鎖の可変ドメイン（ＶＬ）を含むそのフラグメントであって、前
記の可変ドメインが、請求項３に記載の配列と少なくとも９９％同一のアミノ酸配列を含
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む、単離されたモノクローナル抗体または重鎖の可変ドメイン（ＶＨ）および軽鎖の可変
ドメイン（ＶＬ）を含むそのフラグメント。
【請求項７】
請求項１～６に記載の可変ドメインを含む抗体フラグメントであって、前記のフラグメン
トが、Ｆ（ａｂ’）２、Ｆ（ａｂ）２、Ｆａｂ’およびＦａｂから選択される、可変ドメ
インを含む抗体フラグメント。
【請求項８】
請求項１～６に記載の可変ドメインを含む抗体フラグメントであって、前記のフラグメン
トが、ＦｖおよびｓｃＦｖから選択される、可変ドメインを含む抗体フラグメント。
【請求項９】
請求項１～６に記載の単離された抗体またはそのフラグメントであって、前記の抗体が、
ヒト化抗体またはヒト抗体である、単離された抗体またはそのフラグメント。
【請求項１０】
請求項１～６に記載の単離された抗体であって、前記の抗体が、ＩｇＧ１、またはＩｇＧ
２、またはＩｇＧ３、またはＩｇＧ４、またはＩｇＡ、またはＩｇＤ、またはＩｇＹであ
る、単離された抗体。
【請求項１１】
請求項１～６に記載の単離された抗体であって、前記の抗体が、１０－１０Ｍ以下のＫＤ

により特性付けられるヒトＩＬ－１７Ａに対する結合親和性を有する、単離された抗体。
【請求項１２】
請求項１～６に記載の単離された抗体であって、ヒトＩＬ－１７Ａに関する速度論的会合
定数ｋｏｎ（１／Ｍｓ）が、少なくとも１０５　１／Ｍｓｅｃ以上である、単離された抗
体。
【請求項１３】
請求項１～６に記載の単離された抗体であって、ヒトＩＬ－１７Ａに関する速度論的解離
定数ｄｉｓ（１／Ｍｓ）が、１０－５　１／ｓｅｃ又はそれ以下である、単離された抗体
。
【請求項１４】
請求項１～６に記載の単離された抗体であって、前記の抗体が、ヒトＩＬ－１７Ａの活性
を５０％以上の割合阻害する、単離された抗体。
【請求項１５】
請求項１～６に記載の単離された抗体であって、前記の抗体が、哺乳類、酵母または細菌
細胞により産生される、単離された抗体。
【請求項１６】
請求項１～６に記載の単離された抗体であって、前記の抗体が、Ｆｃ領域において追加の
Ｍ２５２Ｙ／Ｓ２５４Ｔ／Ｔ２５６Ｅ改変（アミノ酸置換）を含有する、単離された抗体
。
【請求項１７】
請求項１～６に記載の単離された抗体であって、前記の抗体が、Ｆｃ領域において追加の
Ｎ４３４Ｗ改変を含有する、単離された抗体。
【請求項１８】
請求項１～６に記載の単離された抗体であって、前記の抗体が、Ｆｃ領域において追加の
Ｎ４３４Ａ改変を含有する、単離された抗体。
【請求項１９】
請求項１～６に記載の単離された抗体であって、前記の抗体が、Ｆｃ領域において追加の
Ｎ４３４Ｆ改変を含有する、単離された抗体。
【請求項２０】
請求項１～６に記載の単離された抗体であって、前記の抗体が、Ｆｃ領域において追加の
Ｈ４３３Ｋ／Ｎ４３４Ｆ／Ｙ４３６Ｈ改変を含有する、単離された抗体。
【請求項２１】
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請求項１～６に記載の単離された抗体であって、前記の抗体が、Ｆｃ領域において追加の
Ｈ４３３Ｋ／Ｎ４３４Ｆ／Ｙ４３６Ｈ＋Ｍ２５２Ｙ／Ｓ２５４Ｔ／Ｔ２５６Ｅ改変を含有
する、単離された抗体。
【請求項２２】
請求項１～６に記載の単離された抗体であって、前記の抗体が、Ｆｃ領域において追加の
Ｔ３０７Ａ／Ｅ３８０Ａ／Ｎ４３４Ａ改変を含有する、単離された抗体。
【請求項２３】
請求項１～６に記載の単離された抗体であって、前記の抗体が、Ｆｃ領域において追加の
Ｔ２５０Ｑ／Ｍ４２８Ｌ改変を含有する、単離された抗体。
【請求項２４】
請求項１～６に記載の単離された抗体であって、前記の抗体が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１
５の完全な重鎖配列により特性付けられる、単離された抗体。
【請求項２５】
請求項１～６に記載の単離された抗体であって、前記の抗体が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１
６の完全な軽鎖配列により特性付けられる、単離された抗体。
【請求項２６】
哺乳類、酵母または細菌細胞により産生された、請求項１～６に記載の抗体のＦａｂフラ
グメント。
【請求項２７】
哺乳類、酵母または細菌細胞により産生された、請求項１～６に記載の抗体のＦａｂ’フ
ラグメント。
【請求項２８】
哺乳類、酵母または細菌細胞により産生された、請求項１～６に記載の抗体のＦｖフラグ
メント（可変フラグメント）。
【請求項２９】
哺乳類、酵母または細菌細胞により産生された、請求項１～６に記載の抗体のＦ（ａｂ’
）２フラグメント。
【請求項３０】
哺乳類、酵母または細菌細胞により産生された、請求項１～６に記載の抗体のＦ（ａｂ）
２フラグメント。
【請求項３１】
哺乳類、酵母または細菌細胞により産生された、請求項１～６に記載の抗体のｓｃＦｖフ
ラグメント（単鎖Ｆｖフラグメント）。
【請求項３２】
請求項２６～３１に記載の抗体フラグメントであって、前記のフラグメントが元のフラグ
メントの薬物動態特性を向上させるあらゆる化学修飾を含む、抗体フラグメント。
【請求項３３】
請求項１～６および９～２５のいずれかに記載の抗体または請求項２６～３１のいずれか
に記載の抗体フラグメントをコードするＤＮＡコンストラクト。
【請求項３４】
請求項１～６および９～２５のいずれかに記載の抗体または請求項２６～３１のいずれか
に記載の抗体フラグメントをコードする１つまたはいくつかのＤＮＡ（ＤＮＡコンストラ
クト、ＤＮＡ配列）を含む発現ベクター。
【請求項３５】
請求項１～６および９～２５のいずれかに記載の抗体または請求項２６～３１のいずれか
に記載の抗体フラグメントの発現のための、請求項３４に記載のベクターを含む細胞株。
【請求項３６】
請求項３５に記載の宿主細胞を、培地中で前記の抗体またはそのフラグメントを得るため
に適した条件下で培養すること、ならびにさらに前記の抗体またはそのフラグメントの単
離および精製により特性付けられる、請求項１～６および９～２５に記載のモノクローナ
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ル抗体または請求項２６～３１に記載の抗体フラグメントの生成のための方法。
【請求項３７】
請求項１～６および９～２５のいずれかに記載の抗体または請求項２６～３１に記載のそ
のフラグメントを、１種類または数種類の薬学的に適切なキャリヤー、ビヒクルまたは希
釈剤との組み合わせで含む、医薬組成物。
【請求項３８】
さらにＴＮＦ－α阻害剤またはあらゆる他の抗ＩＬ－１７Ａ抗体から選択される有効医薬
成分を含む、請求項３７に記載の医薬組成物。
【請求項３９】
ＩＬ－１７Ａに媒介される疾患または障害の療法において用いられるべき、請求項３７に
記載の医薬組成物。
【請求項４０】
請求項３９に記載の医薬組成物であって、ＩＬ－１７Ａに媒介される疾患または障害が、
リウマチ性関節炎、骨関節炎、若年性慢性関節炎、化膿性関節炎、ライム関節炎、乾癬性
関節炎、反応性関節炎、脊椎関節症、全身性エリテマトーデス、クローン病、潰瘍性大腸
炎、炎症性腸疾患、インスリン依存性糖尿病、甲状腺炎、喘息、アレルギー性障害、乾癬
、皮膚炎、全身性硬化症、移植片対宿主病、移植片拒絶、臓器移植と関係する急性または
慢性免疫疾患、サルコイドーシス、アテローム硬化症、播種性血管内凝固、川崎病、グレ
ーブス病、ネフローゼ症候群、慢性疲労症候群、ヴェグナー病、ヘノッホ・シェーンライ
ン紫斑病、腎併発を伴う顕微鏡的多発血管炎、慢性活動性肝炎、ブドウ膜炎、敗血症性シ
ョック、毒素性ショック症候群、敗血症症候群、カヘキシー、感染症、浸潤、後天性免疫
不全症候群、急性横断性脊髄炎、ハンチントン舞踏病、パーキンソン病、アルツハイマー
病、卒中、原発性胆汁性肝硬変、溶血性貧血、悪性病変、心不全、心筋梗塞、アジソン病
、Ｉ型およびＩＩ型多腺性自己免疫症候群、シュミット症候群、急性呼吸窮迫症候群、脱
毛症、円形脱毛症、血清反応陰性関節炎、関節症、ライター症候群、乾癬性関節症、潰瘍
性大腸炎と関係する関節症、腸疾患性滑膜炎、クラミジア、エルシニアおよびサルモネラ
と関係する関節症、脊椎関節症、アテローム変性疾患／冠動脈硬化、アトピー性アレルギ
ー、自己免疫性水疱性疾患、天疱瘡、落葉性天疱瘡、類天疱瘡、線状ＩｇＡ病、自己免疫
溶血性貧血、クームス陽性溶血性貧血、後天性悪性貧血、若年性悪性貧血、筋痛性脳脊髄
炎/慢性疲労症候群、慢性活動性肝臓炎症、頭蓋巨細胞性動脈炎、原発性硬化性肝炎、原
因不明自己免疫性肝炎、後天性免疫不全症候群（ＡＩＤＳ）、ＡＩＤＳ関連疾患、Ｂ型肝
炎、Ｃ型肝炎、分類不能型免疫不全症（分類不能型低グロブリン血症）、拡張型心筋症、
女性不妊、卵巣不全、早発卵巣不全、肺線維症、原因不明線維化性肺胞隔炎、炎症後間質
性肺病理、間質性肺炎、間質性肺疾患と関係する結合組織病、間質性肺疾患と関係する混
合性結合組織病、間質性肺疾患と関係する全身性強皮症、間質性肺疾患と関係するリウマ
チ性関節炎、肺疾患と関係する全身性エリテマトーデス、肺疾患と関係する皮膚筋炎／多
発筋炎（ｐｏｌｙｍｕｏｓｉｔｉｓ）、肺疾患と関係するシェーグレン病、肺疾患と関係
する強直性脊椎炎、広汎性肺血管炎、肺疾患と関係する血鉄症、薬物誘発性間質性肺疾患
、線維症、放射線誘導性線維症、閉鎖性細気管支炎、慢性好酸性肺炎、リンパ球浸潤を伴
う肺疾患、感染後間質性肺病理、痛風性関節炎、自己免疫性肝炎、Ｉ型自己免疫性肝炎（
古典的な自己免疫性またはルポイド肝炎）、（抗ＬＫＭ抗体と関係する）ＩＩ型自己免疫
性肝炎、自己免疫性低血糖症、棘細胞増殖症を伴うＢ型インスリン抵抗性、上皮小体機能
低下症、急性移植片関連免疫疾患、慢性移植片関連免疫疾患、変形性関節症、原発性硬化
性胆管炎、Ｉ型乾癬、ＩＩ型乾癬、特発性白血球減少症、自己免液性好中球減少症、ＮＯ
Ｓ腎臓疾患、糸球体腎炎、顕微鏡的腎多発血管炎、ライム病、円板状紅斑性狼瘡、特発性
ＮＯＳ－男性不妊、抗精子免疫、多発性硬化症（全部のタイプ）、交感性眼炎、結合組織
疾患に続発する肺高血圧、グッドパスチャー症候群、結節性多発動脈炎の肺発現、急性リ
ウマチ熱、リウマチ性脊椎炎、スティル病、全身性強皮症、シェーグレン症候群、高安病
／動脈炎、自己免疫性血小板減少症、特発性血小板減少症、自己免疫性甲状腺障害、甲状
腺機能亢進、自己免疫性甲状腺機能低下症（橋本病）、萎縮性自己免疫性甲状腺機能低下
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症、原発性粘液水腫、水晶体起因性ブドウ膜炎、原発性脈管炎、白斑、急性肝疾患、慢性
肝疾患、アルコール性肝硬変、アルコール誘導性肝損傷、胆汁鬱滞、特異体質性肝疾患、
薬物誘導性肝炎、非アルコール性脂肪性肝炎、アレルギーおよび喘息、Ｂ群レンサ球菌感
染症（ＧＢＳ）、精神障害(鬱病および統合失調症を含む）、Ｔｈ１およびＴｈ２に媒介
される疾患、急性および慢性の痛み（様々な形態）、悪性病変、例えば肺癌、乳癌、胃癌
、膀胱癌、結腸直腸癌、膵臓癌、卵巣癌、前立腺癌および造血系悪性病変（白血病および
リンパ腫）、無βリポタンパク血症、指端紫藍症、急性および慢性感染症および寄生、急
性白血病、急性リンパ芽球性白血病、急性骨髄性白血病、急性または慢性細菌感染症、急
性膵炎、急性腎不全、腺癌、心房性異所性（ａｔｒｉａｌ　ｅｃｔｏｐｉｃｓ）、ＡＩＤ
Ｓ認知症症候群、アルコール誘導性肝炎、アレルギー性結膜炎、アレルギー性接触性皮膚
炎、アレルギー性鼻炎、同種異系移植片拒絶、アルファＩ抗トリプシン欠損症、筋萎縮性
側索硬化症（ｌａｔｅｒａｌ　ａｍｙｏｔｒｏｐｈｉｃ　ｓｃｌｅｒｏｓｉｓ）、貧血、
口峡炎、前角細胞変性、抗ＣＤ３療法、抗リン脂質症候群、受容体に対する過敏症反応、
大動脈瘤および末梢動脈瘤、大動脈解離、動脈性高血圧、冠動脈硬化、動静脈瘻、運動失
調、心房細動（一定または発作性）、心房粗動、房室ブロック、Ｂ細胞性リンパ腫、骨移
植片拒絶、骨髄移植（ＢＭＴ）拒絶、脚ブロック、バーキットリンパ腫、火傷、心不整脈
、心筋スタニング症候群、心臓腫瘍、心筋症、バイパスに対する炎症反応、軟骨移植片拒
絶、大脳皮質変性、小脳障害、無秩序型または多源性心房頻拍、化学療法に誘導される障
害、慢性骨髄性白血病（ＣＭＬ）、慢性アルコール中毒、慢性炎症性病理、慢性リンパ性
白血病（ＣＬＬ）、慢性閉塞性肺疾患、慢性サリチル酸中毒、結腸後方癌腫、うっ血性心
不全、結膜炎、接触皮膚炎、肺性心、冠動脈疾患、クロイツフェルト・ヤコブ病、培養陰
性敗血症、嚢胞性線維症、サイトカイン療法に誘導される障害、ボクサー脳症、脱髄疾患
、出血性デング熱、皮膚炎、皮膚病変、糖尿病、真性糖尿病、糖尿病関連アテローム動脈
硬化性血管疾患、びまん性レビー小体病、うっ血性拡張型心筋症、大脳基底核疾患、中年
におけるダウン症候群、ＣＮＳドーパミン遮断薬により誘導される運動障害、薬物感受性
、湿疹、脳脊髄炎、心内膜炎、内分泌病、喉頭蓋炎（ｅｐｉｇｌｏｔｔｉｄｉｔｉｓ）、
エプスタイン・バーウイルス感染症、皮膚紅痛症、錐体外路系症状および小脳症状、家族
性血球貪食リンパ組織球増多症、致死性胸腺移植片拒絶、フリードライヒ運動失調症、末
梢動脈疾患、真菌性敗血症、ガス蜂窩織炎、胃潰瘍、糸球体腎炎、あらゆる臓器または組
織移植片拒絶、グラム陰性敗血症、グラム陽性敗血症、細胞内生物による肉芽腫、有毛状
細胞性白血病、ハレルフォルデン・スパッツ病、橋本甲状腺炎、花粉症、心移植拒絶、ヘ
モクロマトーシス、血液透析、溶血性尿毒症症候群／血栓性血小板減少性紫斑病、出血、
肝炎（Ａ）、索枝不整脈、ＨＩＶ感染症／ＨＩＶ神経症、ホジキン病、運動過多運動障害
、過敏症反応、過敏症関連肺臓炎、高血圧、運動不足運動障害、視床下部－下垂体－副腎
系の検査、特発性アジソン病、特発性肺線維症、抗体媒介性細胞傷害、無力症、幼年性筋
萎縮症、大動脈炎症、Ａ型インフルエンザウイルス、電離放射線への曝露、虹彩毛様体炎
／ブドウ膜炎／視神経炎、虚血／再潅流に誘導される障害、虚血性脳卒中、若年性リウマ
チ性関節炎、若年性脊髄性筋萎縮症、カポジ肉腫、腎移植拒絶、レジオネラ症、リーシュ
マニア症、ハンセン病、皮質脊髄損傷、脂肪性浮腫、肝移植拒絶、リンパ浮腫、マラリア
、悪性リンパ腫、悪性組織球症、悪性黒色腫、髄膜炎、髄膜炎菌血症、代謝性／特発性疾
患、片頭痛、多系統ミトコンドリア障害、混合性結合組織病、単クローン性γグロブリン
血症、多発性骨髄腫、多系統変性(メンセル、ドゥジュリーヌ－トーマス、シ－ドレーガ
ーおよびマシャド－ジョセフ)、重症筋無力症、細胞内マイコバクテリウム・アビウム（
Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ａｖｉｕｍ）、マイコバクテリウム・ツベルクローシス（
Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ）、骨髄異形成症候群、心筋梗
塞、心筋虚血性疾患、鼻咽頭癌、新生児性慢性肺疾患、腎炎、ネフローゼ、神経変性障害
、Ｉ型神経原性筋萎縮、好中球減少性発熱、非ホジキンリンパ腫、腹部大動脈分枝閉塞、
動脈閉塞性疾患、ＯＫＴ３（登録商標）処置、睾丸炎／副睾丸炎、睾丸炎／精管復元手術
、臓器肥大、骨粗鬆症、膵移植片拒絶、膵臓癌腫、腫瘍随伴疾患／腫瘍関連高カルシウム
血症、副甲状腺移植片拒絶、骨盤炎症性疾患、通年性鼻炎、心膜疾患、末梢性アテローム
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性動脈硬化（アテローム性動脈硬化性）疾患、末梢血管疾患、腹膜炎、悪性貧血、ニュー
モシスチス・カリニ肺炎、ＰＯＥＭＳ症候群（多発性神経障害、臓器肥大、内分泌障害、
単クローン性γグロブリン血症及び皮膚変化の症状）、灌流後症候群、ポンプヘッド症候
群（ｐｕｍｐ　ｈｅａｄ　ｓｙｎｄｒｏｍｅ）、心切開術後・梗塞後症候群、子癇前症、
進行性核上性麻痺、原発性肺高血圧、放射線療法、レイノー（Ｒａｙｎａｕｄ’ｓ）現象
およびレイノー（Ｒａｙｎａｕｄ’ｓ）病、レイノー（Ｒａｙｎｏｕｄ’ｓ）病、レフサ
ム病、規則的な狭いＱＲＳ頻拍、腎血管性高血圧、再灌流傷害、拘束性心筋症、肉腫、強
皮症、老年舞踏病、レビー小体型認知症、血清反応陰性関節炎、ショック、鎌状赤血球症
、皮膚同種異系移植片拒絶、皮膚変化、小腸移植片拒絶、固形腫瘍、特異的不整脈、脊髄
性運動失調、脊髄小脳変性、連鎖球菌性筋炎、小脳構造損傷、亜急性硬化性汎脳炎、失神
、心血管梅毒、全身性アナフィラキシー、包括的全身性炎症反応症候群、全身型若年性リ
ウマチ性関節炎、Ｔ細胞またはＦＡＢ性ＡＬＬ、毛細管拡張症、閉塞性血栓症、血小板減
少症、毒性、移植、外傷／出血、ＩＩＩ型過敏症反応、ＩＶ型過敏症反応、不安定狭心症
、尿毒症、泌尿器性敗血症、蕁麻疹、心臓弁膜症、静脈瘤、脈管炎、静脈疾患、静脈血栓
症、心室細動、ウイルスおよび真菌感染症、高確率で致命的な（ｖｉｔａｌ）ケースを伴
う脳炎／無菌性髄膜炎、高確率で致命的な（ｖｉｔａｌ）ケースを伴う血球貪食症候群、
ウェルニッケ・コルサコフ症候群、ウィルソン病、あらゆる臓器または組織に関する異種
移植片拒絶、急性冠症候群、急性特発性多発神経炎、急性炎症性脱髄性根性ニューロパチ
ー、急性虚血、成人発症スティル病、円形脱毛症、アナフィラキシー、抗リン脂質抗体症
候群、再生不良性貧血、冠動脈硬化、アトピー性湿疹、アトピー性皮膚炎、自己免疫性皮
膚炎、レンサ球菌感染と関係する自己免疫障害、自己免疫性腸症、自己免疫性聴力損失、
自己免疫性リンパ増殖症候群（ＡＬＰＳ）、自己免疫性心筋炎、自己免疫性早期卵巣機能
不全、眼瞼炎、気管支拡張症、水疱性類天疱瘡、心血管疾患、劇症型抗リン脂質抗体症候
群、セリアック病、頚部脊椎症、慢性虚血、瘢痕性類天疱瘡、多発性硬化症に関するリス
クを有する臨床的に単離された症候群（ｃｌｉｎｉｃａｌｌｙ　ｉｓｏｌａｔｅｄ　ｓｙ
ｎｄｒｏｍｅ）（ｃｉｓ）、結膜炎、小児発症精神障害、慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）
、涙嚢炎、皮膚筋炎、糖尿病性網膜症、真性糖尿病、椎間板ヘルニア、椎間板の脱出、薬
物誘発免疫性溶血性貧血、心内膜炎、子宮内膜症、眼球突出（ｅｎｔｏｐｈｔｈａｌｍｉ
ａ）、上強膜炎、多形紅斑（ｅｒｙｔｈｅｍａ　ｍｕｌｔｉｆｏｒｍ）、重症の多形紅斑
（ｅｒｙｔｈｅｍａ　ｍｕｌｔｉｆｏｒｍ）、妊娠類天疱瘡、ギラン・バレー症候群（Ｇ
ＢＳ）、花粉症、ヒューズ症候群、特発性パーキンソン病、特発性間質性肺炎、ＩｇＥ媒
介性アレルギー、自己免疫溶血性貧血、封入体筋炎、感染性眼炎症性疾患、炎症性脱髄性
疾患、炎症性心疾患、炎症性腎疾患、特発性肺線維症／通常型間質性肺炎、虹彩炎、角膜
炎、乾性角結膜炎、クスマウル病またはクスマウル・マイアー病（ＫｕｓｓｍａｕＩ－Ｍ
ｅｉｅｒ　Ｄｉｓｅａｓｅ）、ランドリー麻痺、ランゲルハンス細胞組織球症、大理石様
皮膚、黄斑変性、顕微鏡的多発血管炎、ベヒテレフ病、運動ニューロン疾患、粘膜類天疱
瘡、多臓器不全、重症筋無力症、脊髄異形成症候群、心筋炎、神経根障害、ニューロパチ
ー、非Ａ非Ｂ型肝炎、視神経炎、骨溶解、卵巣癌、少数関節のＪＩＡ、末梢動脈閉塞性疾
患、末梢血管疾患、末梢動脈疾患（ＰＡＤ）、静脈炎、結節性多発動脈炎、多発性軟骨炎
、リウマチ性多発筋痛症、白毛症、多関節型若年性
特発性関節炎、多発性内分泌欠乏症、多発筋炎、リウマチ性多発筋痛症（ＰＭＲ）、ポス
トポンプ症候群（ｐｏｓｔ　ｐｕｍｐ　ｓｙｎｄｒｏｍｅ）、原発性パーキンソン病、前
立腺癌および直腸癌および造血系悪性病変（白血病およびリンパ腫）、前立腺炎、純赤血
球無形成症、原発性副腎機能不全、再発性視神経脊髄炎、再狭窄、リウマチ性心疾患、Ｓ
ＡＰＨＯ（滑膜炎、アクネ、膿疱症、骨化過剰および骨炎）、強皮症、続発性アミロイド
ーシス、ショック肺、強膜炎、坐骨神経痛、続発性副腎機能不全、シリコン関連結合組織
病、スネドン・ウィルキンソン病、強直性脊椎炎、スティーブンス・ジョンソン症候群、
全身性炎症反応症候群、頭蓋動脈炎、トキソプラズマ鼻炎、中毒性表皮壊死症、横断性脊
髄炎、ＴＲＡＰＳ（腫瘍壊死因子受容体関連周期性症候群）、Ｉ型アレルギー反応、ＩＩ
型糖尿病、蕁麻疹、通常型間質性肺炎、脈管炎、春季結膜炎、ウイルス性網膜炎、フォー
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クト・小柳・原田症候群（ＶＫＨ症候群）、滲出型黄斑変性、創傷治癒、ならびにエルシ
ニアまたはサルモネラ関連関節症から選択される医薬組成物。
【請求項４１】
ＩＬ－１７Ａに媒介される疾患または障害の処置のための方法であって、療法上有効量の
請求項１～６および９～２５に記載の単離された抗体または請求項２６～３１に記載のそ
のフラグメントのそのような処置を必要とする患者への投与により特性付けられる方法。
【請求項４２】
請求項４１に記載の処置のための方法であって、ＩＬ－１７Ａに媒介される疾患または障
害が、リウマチ性関節炎、骨関節炎、若年性慢性関節炎、化膿性関節炎、ライム関節炎、
乾癬性関節炎、反応性関節炎、脊椎関節症、全身性エリテマトーデス、クローン病、潰瘍
性大腸炎、炎症性腸疾患、インスリン依存性糖尿病、甲状腺炎、喘息、アレルギー性障害
、乾癬、皮膚炎、全身性硬化症、移植片対宿主病、移植片拒絶、臓器移植と関係する急性
または慢性免疫疾患、サルコイドーシス、アテローム硬化症、播種性血管内凝固、川崎病
、グレーブス病、ネフローゼ症候群、慢性疲労症候群、ヴェグナー病、ヘノッホ・シェー
ンライン紫斑病、腎併発を伴う顕微鏡的多発血管炎、慢性活動性肝炎、ブドウ膜炎、敗血
症性ショック、毒素性ショック症候群、敗血症症候群、カヘキシー、感染症、浸潤、後天
性免疫不全症候群、急性横断性脊髄炎、ハンチントン舞踏病、パーキンソン病、アルツハ
イマー病、卒中、原発性胆汁性肝硬変、溶血性貧血、悪性病変、心不全、心筋梗塞、アジ
ソン病、Ｉ型およびＩＩ型多腺性自己免疫症候群、シュミット症候群、急性呼吸窮迫症候
群、脱毛症、円形脱毛症、血清反応陰性関節炎、関節症、ライター症候群、乾癬性関節症
、潰瘍性大腸炎と関係する関節症、腸疾患性滑膜炎、クラミジア、エルシニアおよびサル
モネラと関係する関節症、脊椎関節症、アテローム変性疾患／冠動脈硬化、アトピー性ア
レルギー、自己免疫性水疱性疾患、天疱瘡、落葉性天疱瘡、類天疱瘡、線状ＩｇＡ病、自
己免疫溶血性貧血、クームス陽性溶血性貧血、後天性悪性貧血、若年性悪性貧血、筋痛性
脳脊髄炎/慢性疲労症候群、慢性活動性肝臓炎症、頭蓋巨細胞性動脈炎、原発性硬化性肝
炎、原因不明自己免疫性肝炎、後天性免疫不全症候群（ＡＩＤＳ）、ＡＩＤＳ関連疾患、
Ｂ型肝炎、Ｃ型肝炎、分類不能型免疫不全症（分類不能型低グロブリン血症）、拡張型心
筋症、女性不妊、卵巣不全、早発卵巣不全、肺線維症、原因不明線維化性肺胞隔炎、炎症
後間質性肺病理、間質性肺炎、間質性肺疾患と関係する結合組織病、間質性肺疾患と関係
する混合性結合組織病、間質性肺疾患と関係する全身性強皮症、間質性肺疾患と関係する
リウマチ性関節炎、肺疾患と関係する全身性エリテマトーデス、肺疾患と関係する皮膚筋
炎／多発筋炎（ｐｏｌｙｍｕｏｓｉｔｉｓ）、肺疾患と関係するシェーグレン病、肺疾患
と関係する強直性脊椎炎、広汎性肺血管炎、肺疾患と関係する血鉄症、薬物誘発性間質性
肺疾患、線維症、放射線誘導性線維症、閉鎖性細気管支炎、慢性好酸性肺炎、リンパ球浸
潤を伴う肺疾患、感染後間質性肺病理、痛風性関節炎、自己免疫性肝炎、Ｉ型自己免疫性
肝炎（古典的な自己免疫性またはルポイド肝炎）、（抗ＬＫＭ抗体と関係する）ＩＩ型自
己免疫性肝炎、自己免疫性低血糖症、棘細胞増殖症を伴うＢ型インスリン抵抗性、上皮小
体機能低下症、急性移植片関連免疫疾患、慢性移植片関連免疫疾患、変形性関節症、原発
性硬化性胆管炎、Ｉ型乾癬、ＩＩ型乾癬、特発性白血球減少症、自己免液性好中球減少症
、ＮＯＳ腎臓疾患、糸球体腎炎、顕微鏡的腎多発血管炎、ライム病、円板状紅斑性狼瘡、
特発性ＮＯＳ－男性不妊、抗精子免疫、多発性硬化症（全部のタイプ）、交感性眼炎、結
合組織疾患に続発する肺高血圧、グッドパスチャー症候群、結節性多発動脈炎の肺発現、
急性リウマチ熱、リウマチ性脊椎炎、スティル病、全身性強皮症、シェーグレン症候群、
高安病／動脈炎、自己免疫性血小板減少症、特発性血小板減少症、自己免疫性甲状腺障害
、甲状腺機能亢進、自己免疫性甲状腺機能低下症（橋本病）、萎縮性自己免疫性甲状腺機
能低下症、原発性粘液水腫、水晶体起因性ブドウ膜炎、原発性脈管炎、白斑、急性肝疾患
、慢性肝疾患、アルコール性肝硬変、アルコール誘導性肝損傷、胆汁鬱滞、特異体質性肝
疾患、薬物誘導性肝炎、非アルコール性脂肪性肝炎、アレルギーおよび喘息、Ｂ群レンサ
球菌感染症（ＧＢＳ）、精神障害(鬱病および統合失調症を含む）、Ｔｈ１およびＴｈ２
に媒介される疾患、急性および慢性の痛み（様々な形態）、悪性病変、例えば肺癌、乳癌
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、胃癌、膀胱癌、結腸直腸癌、膵臓癌、卵巣癌、前立腺癌および造血系悪性病変（白血病
およびリンパ腫）、無βリポタンパク血症、指端紫藍症、急性および慢性感染症および寄
生、急性白血病、急性リンパ芽球性白血病、急性骨髄性白血病、急性または慢性細菌感染
症、急性膵炎、急性腎不全、腺癌、心房性異所性（ａｔｒｉａｌ　ｅｃｔｏｐｉｃｓ）、
ＡＩＤＳ認知症症候群、アルコール誘導性肝炎、アレルギー性結膜炎、アレルギー性接触
性皮膚炎、アレルギー性鼻炎、同種異系移植片拒絶、アルファＩ抗トリプシン欠損症、筋
萎縮性側索硬化症（ｌａｔｅｒａｌ　ａｍｙｏｔｒｏｐｈｉｃ　ｓｃｌｅｒｏｓｉｓ）、
貧血、口峡炎、前角細胞変性、抗ＣＤ３療法、抗リン脂質症候群、受容体に対する過敏症
反応、大動脈瘤および末梢動脈瘤、大動脈解離、動脈性高血圧、冠動脈硬化、動静脈瘻、
運動失調、心房細動（一定または発作性）、心房粗動、房室ブロック、Ｂ細胞性リンパ腫
、骨移植片拒絶、骨髄移植（ＢＭＴ）拒絶、脚ブロック、バーキットリンパ腫、火傷、心
不整脈、心筋スタニング症候群、心臓腫瘍、心筋症、バイパスに対する炎症反応、軟骨移
植片拒絶、大脳皮質変性、小脳障害、無秩序型または多源性心房頻拍、化学療法に誘導さ
れる障害、慢性骨髄性白血病（ＣＭＬ）、慢性アルコール中毒、慢性炎症性病理、慢性リ
ンパ性白血病（ＣＬＬ）、慢性閉塞性肺疾患、慢性サリチル酸中毒、結腸後方癌腫、うっ
血性心不全、結膜炎、接触皮膚炎、肺性心、冠動脈疾患、クロイツフェルト・ヤコブ病、
培養陰性敗血症、嚢胞性線維症、サイトカイン療法に誘導される障害、ボクサー脳症、脱
髄疾患、出血性デング熱、皮膚炎、皮膚病変、糖尿病、真性糖尿病、糖尿病関連アテロー
ム動脈硬化性血管疾患、びまん性レビー小体病、うっ血性拡張型心筋症、大脳基底核疾患
、中年におけるダウン症候群、ＣＮＳドーパミン遮断薬により誘導される運動障害、薬物
感受性、湿疹、脳脊髄炎、心内膜炎、内分泌病、喉頭蓋炎（ｅｐｉｇｌｏｔｔｉｄｉｔｉ
ｓ）、エプスタイン・バーウイルス感染症、皮膚紅痛症、錐体外路系症状および小脳症状
、家族性血球貪食リンパ組織球増多症、致死性胸腺移植片拒絶、フリードライヒ運動失調
症、末梢動脈疾患、真菌性敗血症、ガス蜂窩織炎、胃潰瘍、糸球体腎炎、あらゆる臓器ま
たは組織移植片拒絶、グラム陰性敗血症、グラム陽性敗血症、細胞内生物による肉芽腫、
有毛状細胞性白血病、ハレルフォルデン・スパッツ病、橋本甲状腺炎、花粉症、心移植拒
絶、ヘモクロマトーシス、血液透析、溶血性尿毒症症候群／血栓性血小板減少性紫斑病、
出血、肝炎（Ａ）、索枝不整脈、ＨＩＶ感染症／ＨＩＶ神経症、ホジキン病、運動過多運
動障害、過敏症反応、過敏症関連肺臓炎、高血圧、運動不足運動障害、視床下部－下垂体
－副腎系の検査、特発性アジソン病、特発性肺線維症、抗体媒介性細胞傷害、無力症、幼
年性筋萎縮症、大動脈炎症、Ａ型インフルエンザウイルス、電離放射線への曝露、虹彩毛
様体炎／ブドウ膜炎／視神経炎、虚血／再潅流に誘導される障害、虚血性脳卒中、若年性
リウマチ性関節炎、若年性脊髄性筋萎縮症、カポジ肉腫、腎移植拒絶、レジオネラ症、リ
ーシュマニア症、ハンセン病、皮質脊髄損傷、脂肪性浮腫、肝移植拒絶、リンパ浮腫、マ
ラリア、悪性リンパ腫、悪性組織球症、悪性黒色腫、髄膜炎、髄膜炎菌血症、代謝性／特
発性疾患、片頭痛、多系統ミトコンドリア障害、混合性結合組織病、単クローン性γグロ
ブリン血症、多発性骨髄腫、多系統変性(メンセル、ドゥジュリーヌ－トーマス、シ－ド
レーガーおよびマシャド－ジョセフ)、重症筋無力症、細胞内マイコバクテリウム・アビ
ウム（Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ａｖｉｕｍ）、マイコバクテリウム・ツベルクロー
シス（Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ）、骨髄異形成症候群、
心筋梗塞、心筋虚血性疾患、鼻咽頭癌、新生児性慢性肺疾患、腎炎、ネフローゼ、神経変
性障害、Ｉ型神経原性筋萎縮、好中球減少性発熱、非ホジキンリンパ腫、腹部大動脈分枝
閉塞、動脈閉塞性疾患、ＯＫＴ３（登録商標）処置、睾丸炎／副睾丸炎、睾丸炎／精管復
元手術、臓器肥大、骨粗鬆症、膵移植片拒絶、膵臓癌腫、腫瘍随伴疾患／腫瘍関連高カル
シウム血症、副甲状腺移植片拒絶、骨盤炎症性疾患、通年性鼻炎、心膜疾患、末梢性アテ
ローム性動脈硬化（アテローム性動脈硬化性）疾患、末梢血管疾患、腹膜炎、悪性貧血、
ニューモシスチス・カリニ肺炎、ＰＯＥＭＳ症候群（多発性神経障害、臓器肥大、内分泌
障害、単クローン性γグロブリン血症及び皮膚変化の症状）、灌流後症候群、ポンプヘッ
ド症候群（ｐｕｍｐ　ｈｅａｄ　ｓｙｎｄｒｏｍｅ）、心切開術後・梗塞後症候群、子癇
前症、進行性核上性麻痺、原発性肺高血圧、放射線療法、レイノー（Ｒａｙｎａｕｄ’ｓ
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）現象およびレイノー（Ｒａｙｎａｕｄ’ｓ）病、レイノー（Ｒａｙｎｏｕｄ’ｓ）病、
レフサム病、規則的な狭いＱＲＳ頻拍、腎血管性高血圧、再灌流傷害、拘束性心筋症、肉
腫、強皮症、老年舞踏病、レビー小体型認知症、血清反応陰性関節炎、ショック、鎌状赤
血球症、皮膚同種異系移植片拒絶、皮膚変化、小腸移植片拒絶、固形腫瘍、特異的不整脈
、脊髄性運動失調、脊髄小脳変性、連鎖球菌性筋炎、小脳構造損傷、亜急性硬化性汎脳炎
、失神、心血管梅毒、全身性アナフィラキシー、包括的全身性炎症反応症候群、全身型若
年性リウマチ性関節炎、Ｔ細胞またはＦＡＢ性ＡＬＬ、毛細管拡張症、閉塞性血栓症、血
小板減少症、毒性、移植、外傷／出血、ＩＩＩ型過敏症反応、ＩＶ型過敏症反応、不安定
狭心症、尿毒症、泌尿器性敗血症、蕁麻疹、心臓弁膜症、静脈瘤、脈管炎、静脈疾患、静
脈血栓症、心室細動、ウイルスおよび真菌感染症、高確率で致命的な（ｖｉｔａｌ）ケー
スを伴う脳炎／無菌性髄膜炎、高確率で致命的な（ｖｉｔａｌ）ケースを伴う血球貪食症
候群、ウェルニッケ・コルサコフ症候群、ウィルソン病、あらゆる臓器または組織に関す
る異種移植片拒絶、急性冠症候群、急性特発性多発神経炎、急性炎症性脱髄性根性ニュー
ロパチー、急性虚血、成人発症スティル病、円形脱毛症、アナフィラキシー、抗リン脂質
抗体症候群、再生不良性貧血、冠動脈硬化、アトピー性湿疹、アトピー性皮膚炎、自己免
疫性皮膚炎、レンサ球菌感染と関係する自己免疫障害、自己免疫性腸症、自己免疫性聴力
損失、自己免疫性リンパ増殖症候群（ＡＬＰＳ）、自己免疫性心筋炎、自己免疫性早期卵
巣機能不全、眼瞼炎、気管支拡張症、水疱性類天疱瘡、心血管疾患、劇症型抗リン脂質抗
体症候群、セリアック病、頚部脊椎症、慢性虚血、瘢痕性類天疱瘡、多発性硬化症に関す
るリスクを有する臨床的に単離された症候群（ｃｌｉｎｉｃａｌｌｙ　ｉｓｏｌａｔｅｄ
　ｓｙｎｄｒｏｍｅ）（ｃｉｓ）、結膜炎、小児発症精神障害、慢性閉塞性肺疾患（ＣＯ
ＰＤ）、涙嚢炎、皮膚筋炎、糖尿病性網膜症、真性糖尿病、椎間板ヘルニア、椎間板の脱
出、薬物誘発免疫性溶血性貧血、心内膜炎、子宮内膜症、眼球突出（ｅｎｔｏｐｈｔｈａ
ｌｍｉａ）、上強膜炎、多形紅斑（ｅｒｙｔｈｅｍａ　ｍｕｌｔｉｆｏｒｍ）、重症の多
形紅斑（ｅｒｙｔｈｅｍａ　ｍｕｌｔｉｆｏｒｍ）、妊娠類天疱瘡、ギラン・バレー症候
群（ＧＢＳ）、花粉症、ヒューズ症候群、特発性パーキンソン病、特発性間質性肺炎、Ｉ
ｇＥ媒介性アレルギー、自己免疫溶血性貧血、封入体筋炎、感染性眼炎症性疾患、炎症性
脱髄性疾患、炎症性心疾患、炎症性腎疾患、特発性肺線維症／通常型間質性肺炎、虹彩炎
、角膜炎、乾性角結膜炎、クスマウル病またはクスマウル・マイアー病（Ｋｕｓｓｍａｕ
Ｉ－Ｍｅｉｅｒ　Ｄｉｓｅａｓｅ）、ランドリー麻痺、ランゲルハンス細胞組織球症、大
理石様皮膚、黄斑変性、顕微鏡的多発血管炎、ベヒテレフ病、運動ニューロン疾患、粘膜
類天疱瘡、多臓器不全、重症筋無力症、脊髄異形成症候群、心筋炎、神経根障害、ニュー
ロパチー、非Ａ非Ｂ型肝炎、視神経炎、骨溶解、卵巣癌、少数関節のＪＩＡ、末梢動脈閉
塞性疾患、末梢血管疾患、末梢動脈疾患（ＰＡＤ）、静脈炎、結節性多発動脈炎、多発性
軟骨炎、リウマチ性多発筋痛症、白毛症、多関節型
若年性特発性関節炎、多発性内分泌欠乏症、多発筋炎、リウマチ性多発筋痛症（ＰＭＲ）
、ポストポンプ症候群（ｐｏｓｔ　ｐｕｍｐ　ｓｙｎｄｒｏｍｅ）、原発性パーキンソン
病、前立腺癌および直腸癌および造血系悪性病変（白血病およびリンパ腫）、前立腺炎、
純赤血球無形成症、原発性副腎機能不全、再発性視神経脊髄炎、再狭窄、リウマチ性心疾
患、ＳＡＰＨＯ（滑膜炎、アクネ、膿疱症、骨化過剰および骨炎）、強皮症、続発性アミ
ロイドーシス、ショック肺、強膜炎、坐骨神経痛、続発性副腎機能不全、シリコン関連結
合組織病、スネドン・ウィルキンソン病、強直性脊椎炎、スティーブンス・ジョンソン症
候群、全身性炎症反応症候群、頭蓋動脈炎、トキソプラズマ鼻炎、中毒性表皮壊死症、横
断性脊髄炎、ＴＲＡＰＳ（腫瘍壊死因子受容体関連周期性症候群）、Ｉ型アレルギー反応
、ＩＩ型糖尿病、蕁麻疹、通常型間質性肺炎、脈管炎、春季結膜炎、ウイルス性網膜炎、
フォークト・小柳・原田症候群（ＶＫＨ症候群）、滲出型黄斑変性、創傷治癒、ならびに
エルシニアまたはサルモネラ関連関節症から選択される方法。
【請求項４３】
請求項４１に記載の処置のための方法であって、さらにＴＮＦ－α阻害剤または他の抗Ｉ
Ｌ－１７Ａ抗体の投与を含む方法。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　[033]　本明細書で用いられる際、用語“細胞”、“宿主細胞”、“細胞株”、“細胞
培養物”および“プロデューサー細胞株”は、互換的であり、本発明に従うＨＣＶＲ、Ｌ
ＣＶＲまたはモノクローナル抗体をコードする配列を含有するあらゆる本発明に従う分離
されたポリヌクレオチドまたはあらゆる組み換えベクター（単数または複数）のレシピエ
ントである個々の細胞または細胞培養物を指す。宿主細胞は、個々の宿主細胞から得られ
た世代を含み；世代は、天然の、偶発的な、または意図された変異および／またはバリエ
ーションにより、（形態または完全な全長ＤＮＡの相補体（ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔ）に関
して）元の宿主細胞と必ずしも完全に同一ではない可能性がある。宿主細胞は、本発明に
従うモノクローナル抗体またはその重鎖もしくは軽鎖を発現する、組み換えベクターまた
はポリヌクレオチドにより形質転換された、形質導入された、または感染した細胞を含む
。本発明に従う組み換えベクター（宿主の染色体中に組み込まれていてもいなくてもよい
）を含有する宿主細胞は、“組み換え宿主細胞”と呼ばれることもできる。本発明におい
て用いられるべき好ましい宿主細胞は、ＣＨＯ細胞（例えばАТСС　ＣＲＬ－９０９６
）、ＮＳ０細胞、ＳＰ２／０細胞、ＣＯＳ細胞（АТСС、例えば、ＣＲＬ－１６５０、
ＣＲＬ－１６５１）およびＨｅＬａ（АТСС　ＣＣＬ－２）である。本発明において用
いられるべき追加の宿主細胞は、植物細胞、酵母細胞、他の哺乳類細胞および原核細胞を
含む。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　[034]　用語“ＩＬ－１７Ａに媒介される疾患または障害”は、ＩＬ－１７の異常な体
／組織レベルと関係する疾患または障害を含む。そのような疾患または障害は、感染症／
炎症である可能性も自己免疫性の性質のものである可能性もあり、以下の疾患または障害
から選択され得る：リウマチ性関節炎、骨関節炎、若年性慢性関節炎、化膿性関節炎、ラ
イム関節炎、乾癬性関節炎、反応性関節炎、脊椎関節症、全身性エリテマトーデス、クロ
ーン病、潰瘍性大腸炎、炎症性腸疾患、インスリン依存性糖尿病、甲状腺炎、喘息、アレ
ルギー性障害、乾癬、皮膚炎、全身性硬化症、移植片対宿主病、移植片拒絶、臓器移植と
関係する急性または慢性免疫疾患、サルコイドーシス、アテローム硬化症、播種性血管内
凝固、川崎病、グレーブス病、ネフローゼ症候群、慢性疲労症候群、ヴェグナー病、ヘノ
ッホ・シェーンライン紫斑病、腎併発を伴う顕微鏡的多発血管炎、慢性活動性肝炎、ブド
ウ膜炎、敗血症性ショック、毒素性ショック症候群、敗血症症候群、カヘキシー、感染症
、浸潤、後天性免疫不全症候群、急性横断性脊髄炎、ハンチントン舞踏病、パーキンソン
病、アルツハイマー病、卒中、原発性胆汁性肝硬変、溶血性貧血、悪性病変、心不全、心
筋梗塞、アジソン病、Ｉ型およびＩＩ型多腺性自己免疫症候群、シュミット症候群、急性
呼吸窮迫症候群、脱毛症、円形脱毛症、血清反応陰性関節炎、関節症、ライター症候群、
乾癬性関節症、潰瘍性大腸炎と関係する関節症、腸疾患性滑膜炎、クラミジア、エルシニ
アおよびサルモネラと関係する関節症、脊椎関節症、アテローム変性疾患／冠動脈硬化、
アトピー性アレルギー、自己免疫性水疱性疾患、天疱瘡、落葉性天疱瘡、類天疱瘡、線状
ＩｇＡ病、自己免疫溶血性貧血、クームス陽性溶血性貧血、後天性悪性貧血、若年性悪性
貧血、筋痛性脳脊髄炎/慢性疲労症候群、慢性活動性肝臓炎症、頭蓋巨細胞性動脈炎、原
発性硬化性肝炎、原因不明自己免疫性肝炎、後天性免疫不全症候群（ＡＩＤＳ）、ＡＩＤ
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Ｓ関連疾患、Ｂ型肝炎、Ｃ型肝炎、分類不能型免疫不全症（分類不能型低グロブリン血症
）、拡張型心筋症、女性不妊、卵巣不全、早発卵巣不全、肺線維症、原因不明線維化性肺
胞隔炎、炎症後間質性肺病理、間質性肺炎、間質性肺疾患と関係する結合組織病、間質性
肺疾患と関係する混合性結合組織病、間質性肺疾患と関係する全身性強皮症、間質性肺疾
患と関係するリウマチ性関節炎、肺疾患と関係する全身性エリテマトーデス、肺疾患と関
係する皮膚筋炎／多発筋炎（ｐｏｌｙｍｕｏｓｉｔｉｓ）、肺疾患と関係するシェーグレ
ン病、肺疾患と関係する強直性脊椎炎、広汎性肺血管炎、肺疾患と関係する血鉄症、薬物
誘発性間質性肺疾患、線維症、放射線誘導性線維症、閉鎖性細気管支炎、慢性好酸性肺炎
、リンパ球浸潤を伴う肺疾患、感染後間質性肺病理、痛風性関節炎、自己免疫性肝炎、Ｉ
型自己免疫性肝炎（古典的な自己免疫性またはルポイド肝炎）、（抗ＬＫＭ抗体と関係す
る）ＩＩ型自己免疫性肝炎、自己免疫性低血糖症、棘細胞増殖症を伴うＢ型インスリン抵
抗性、上皮小体機能低下症、急性移植片関連免疫疾患、慢性移植片関連免疫疾患、変形性
関節症、原発性硬化性胆管炎、Ｉ型乾癬、ＩＩ型乾癬、特発性白血球減少症、自己免液性
好中球減少症、ＮＯＳ腎臓疾患、糸球体腎炎、顕微鏡的腎多発血管炎、ライム病、円板状
紅斑性狼瘡、特発性ＮＯＳ－男性不妊（ｉｄｉｏｐａｔｈｉｃ　ｏｆ　ＮＯＳ－ｍａｌｅ
　ｓｔｅｒｉｌｉｔｙ）、抗精子免疫、多発性硬化症（全部のタイプ）、交感性眼炎、結
合組織疾患に続発する肺高血圧、グッドパスチャー症候群、結節性多発動脈炎の肺発現、
急性リウマチ熱、リウマチ性脊椎炎、スティル病、全身性強皮症、シェーグレン症候群、
高安病／動脈炎、自己免疫性血小板減少症、特発性血小板減少症、自己免疫性甲状腺障害
、甲状腺機能亢進、自己免疫性甲状腺機能低下症（橋本病）、萎縮性自己免疫性甲状腺機
能低下症、原発性粘液水腫、水晶体起因性ブドウ膜炎、原発性脈管炎、白斑、急性肝疾患
、慢性肝疾患、アルコール性肝硬変、アルコール誘導性肝損傷、胆汁鬱滞、特異体質性肝
疾患、薬物誘導性肝炎、非アルコール性脂肪性肝炎、アレルギーおよび喘息、Ｂ群レンサ
球菌感染症（ＧＢＳ）、精神障害(鬱病および統合失調症を含む）、Ｔｈ１およびＴｈ２
に媒介される疾患、急性および慢性の痛み（様々な形態）、悪性病変、例えば肺癌、乳癌
、胃癌、膀胱癌、結腸直腸癌、膵臓癌、卵巣癌、前立腺癌および造血系悪性病変（白血病
およびリンパ腫）、無βリポタンパク血症、指端紫藍症、急性および慢性感染症および寄
生、急性白血病、急性リンパ芽球性白血病、急性骨髄性白血病、急性または慢性細菌感染
症、急性膵炎、急性腎不全、腺癌、心房性異所性（ａｔｒｉａｌ　ｅｃｔｏｐｉｃｓ）、
ＡＩＤＳ認知症症候群、アルコール誘導性肝炎、アレルギー性結膜炎、アレルギー性接触
性皮膚炎、アレルギー性鼻炎、同種異系移植片拒絶、アルファＩ抗トリプシン欠損症、筋
萎縮性側索硬化症（ｌａｔｅｒａｌ　ａｍｙｏｔｒｏｐｈｉｃ　ｓｃｌｅｒｏｓｉｓ）、
貧血、口峡炎、前角細胞変性、抗ＣＤ３療法、抗リン脂質症候群、受容体に対する過敏症
反応、大動脈瘤および末梢動脈瘤、大動脈解離、動脈性高血圧、冠動脈硬化、動静脈瘻、
運動失調、心房細動（一定または発作性）、心房粗動、房室ブロック、Ｂ細胞性リンパ腫
、骨移植片拒絶、骨髄移植（ＢＭＴ）拒絶、脚ブロック、バーキットリンパ腫、火傷、心
不整脈、心筋スタニング症候群、心臓腫瘍、心筋症、バイパスに対する炎症反応、軟骨移
植片拒絶、大脳皮質変性、小脳障害、無秩序型または多源性心房頻拍、化学療法に誘導さ
れる障害、慢性骨髄性白血病（ＣＭＬ）、慢性アルコール中毒、慢性炎症性病理、慢性リ
ンパ性白血病（ＣＬＬ）、慢性閉塞性肺疾患、慢性サリチル酸中毒、結腸後方癌腫、うっ
血性心不全、結膜炎、接触皮膚炎、肺性心、冠動脈疾患、クロイツフェルト・ヤコブ病、
培養陰性敗血症、嚢胞性線維症、サイトカイン療法に誘導される障害、ボクサー脳症、脱
髄疾患、出血性デング熱、皮膚炎、皮膚病変、糖尿病、真性糖尿病、糖尿病関連アテロー
ム動脈硬化性血管疾患、びまん性レビー小体病、うっ血性拡張型心筋症、大脳基底核疾患
、中年におけるダウン症候群、ＣＮＳドーパミン遮断薬により誘導される運動障害、薬物
感受性、湿疹、脳脊髄炎、心内膜炎、内分泌病、喉頭蓋炎（ｅｐｉｇｌｏｔｔｉｄｉｔｉ
ｓ）、エプスタイン・バーウイルス感染症、皮膚紅痛症、錐体外路系症状および小脳症状
、家族性血球貪食リンパ組織球増多症、致死性胸腺移植片拒絶、フリードライヒ運動失調
症、末梢動脈疾患、真菌性敗血症、ガス蜂窩織炎、胃潰瘍、糸球体腎炎、あらゆる臓器ま
たは組織移植片拒絶、グラム陰性敗血症、グラム陽性敗血症、細胞内生物による肉芽腫、
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有毛状細胞性白血病、ハレルフォルデン・スパッツ病、橋本甲状腺炎、花粉症、心移植拒
絶、ヘモクロマトーシス、血液透析、溶血性尿毒症症候群／血栓性血小板減少性紫斑病、
出血、肝炎（Ａ）、索枝不整脈、ＨＩＶ感染症／ＨＩＶ神経症、ホジキン病、運動過多運
動障害、過敏症反応、過敏症関連肺臓炎、高血圧、運動不足運動障害、視床下部－下垂体
－副腎系の検査、特発性アジソン病、特発性肺線維症、抗体媒介性細胞傷害、無力症、幼
年性筋萎縮症、大動脈炎症、Ａ型インフルエンザウイルス、電離放射線への曝露、虹彩毛
様体炎／ブドウ膜炎／視神経炎、虚血／再潅流に誘導される障害、虚血性脳卒中、若年性
リウマチ性関節炎、若年性脊髄性筋萎縮症、カポジ肉腫、腎移植拒絶、レジオネラ症、リ
ーシュマニア症、ハンセン病、皮質脊髄損傷、脂肪性浮腫、肝移植拒絶、リンパ浮腫、マ
ラリア、悪性リンパ腫、悪性組織球症、悪性黒色腫、髄膜炎、髄膜炎菌血症、代謝性／特
発性疾患、片頭痛、多系統ミトコンドリア障害、混合性結合組織病、単クローン性γグロ
ブリン血症、多発性骨髄腫、多系統変性(メンセル、ドゥジュリーヌ－トーマス、シ－ド
レーガーおよびマシャド－ジョセフ)、重症筋無力症、細胞内マイコバクテリウム・アビ
ウム（Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ａｖｉｕｍ）、マイコバクテリウム・ツベルクロー
シス（Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ）、骨髄異形成症候群、
心筋梗塞、心筋虚血性疾患、鼻咽頭癌、新生児性慢性肺疾患、腎炎、ネフローゼ、神経変
性障害、Ｉ型神経原性筋萎縮、好中球減少性発熱、非ホジキンリンパ腫、腹部大動脈分枝
閉塞、動脈閉塞性疾患、ＯＫＴ３（登録商標）処置、睾丸炎／副睾丸炎、睾丸炎／精管復
元手術、臓器肥大、骨粗鬆症、膵移植片拒絶、膵臓癌腫、腫瘍随伴疾患／腫瘍関連高カル
シウム血症、副甲状腺移植片拒絶、骨盤炎症性疾患、通年性鼻炎、心膜疾患、末梢性アテ
ローム性動脈硬化（アテローム性動脈硬化性）疾患、末梢血管疾患、腹膜炎、悪性貧血、
ニューモシスチス・カリニ肺炎、ＰＯＥＭＳ症候群（多発性神経障害、臓器肥大、内分泌
障害、単クローン性γグロブリン血症及び皮膚変化の症状）、灌流後症候群、ポンプヘッ
ド症候群（ｐｕｍｐ　ｈｅａｄ　ｓｙｎｄｒｏｍｅ）、心切開術後・梗塞後症候群、子癇
前症、進行性核上性麻痺、原発性肺高血圧、放射線療法、レイノー（Ｒａｙｎａｕｄ’ｓ
）現象およびレイノー（Ｒａｙｎａｕｄ’ｓ）病、レイノー（Ｒａｙｎｏｕｄ’ｓ）病、
レフサム病、規則的な狭いＱＲＳ頻拍、腎血管性高血圧、再灌流傷害、拘束性心筋症、肉
腫、強皮症、老年舞踏病、レビー小体型認知症、血清反応陰性関節炎、ショック、鎌状赤
血球症、皮膚同種異系移植片拒絶、皮膚変化、小腸移植片拒絶、固形腫瘍、特異的不整脈
、脊髄性運動失調、脊髄小脳変性、連鎖球菌性筋炎、小脳構造損傷、亜急性硬化性汎脳炎
、失神、心血管梅毒、全身性アナフィラキシー、包括的全身性炎症反応症候群、全身型若
年性リウマチ性関節炎、Ｔ細胞またはＦＡＢ性ＡＬＬ、毛細管拡張症、閉塞性血栓症、血
小板減少症、毒性、移植、外傷／出血、ＩＩＩ型過敏症反応、ＩＶ型過敏症反応、不安定
狭心症、尿毒症、泌尿器性敗血症、蕁麻疹、心臓弁膜症、静脈瘤、脈管炎、静脈疾患、静
脈血栓症、心室細動、ウイルスおよび真菌感染症、高確率で致命的な（ｖｉｔａｌ）ケー
スを伴う脳炎／無菌性髄膜炎、高確率で致命的な（ｖｉｔａｌ）ケースを伴う血球貪食症
候群、ウェルニッケ・コルサコフ症候群、ウィルソン病、あらゆる臓器または組織に関す
る異種移植片拒絶、急性冠症候群、急性特発性多発神経炎、急性炎症性脱髄性根性ニュー
ロパチー、急性虚血、成人発症スティル病、円形脱毛症、アナフィラキシー、抗リン脂質
抗体症候群、再生不良性貧血、冠動脈硬化、アトピー性湿疹、アトピー性皮膚炎、自己免
疫性皮膚炎、レンサ球菌感染と関係する自己免疫障害、自己免疫性腸症、自己免疫性聴力
損失、自己免疫性リンパ増殖症候群（ＡＬＰＳ）、自己免疫性心筋炎、自己免疫性早期卵
巣機能不全、眼瞼炎、気管支拡張症、水疱性類天疱瘡、心血管疾患、劇症型抗リン脂質抗
体症候群、セリアック病、頚部脊椎症、慢性虚血、瘢痕性類天疱瘡、多発性硬化症に関す
るリスクを有する臨床的に単離された症候群（ｃｌｉｎｉｃａｌｌｙ　ｉｓｏｌａｔｅｄ
　ｓｙｎｄｒｏｍｅ）（ｃｉｓ）、結膜炎、小児発症精神障害、慢性閉塞性肺疾患（ＣＯ
ＰＤ）、涙嚢炎、皮膚筋炎、糖尿病性網膜症、真性糖尿病、椎間板ヘルニア、椎間板の脱
出、薬物誘発免疫性溶血性貧血、心内膜炎、子宮内膜症、眼球突出（ｅｎｔｏｐｈｔｈａ
ｌｍｉａ）、上強膜炎、多形紅斑（ｅｒｙｔｈｅｍａ　ｍｕｌｔｉｆｏｒｍ）、重症の多
形紅斑（ｅｒｙｔｈｅｍａ　ｍｕｌｔｉｆｏｒｍ）、妊娠類天疱瘡、ギラン・バレー症候



(17) JP 2017-508463 A5 2017.7.20

群（ＧＢＳ）、花粉症、ヒューズ症候群、特発性パーキンソン病、特発性間質性肺炎、Ｉ
ｇＥ媒介性アレルギー、自己免疫溶血性貧血、封入体筋炎、感染性眼炎症性疾患、炎症性
脱髄性疾患、炎症性心疾患、炎症性腎疾患、特発性肺線維症／通常型間質性肺炎、虹彩炎
、角膜炎、乾性角結膜炎、クスマウル病またはクスマウル・マイアー病（Ｋｕｓｓｍａｕ
Ｉ－Ｍｅｉｅｒ　Ｄｉｓｅａｓｅ）、ランドリー麻痺、ランゲルハンス細胞組織球症、大
理石様皮膚、黄斑変性、顕微鏡的多発血管炎、ベヒテレフ病、運動ニューロン疾患、粘膜
類天疱瘡、多臓器不全、重症筋無力症、脊髄異形成症候群、心筋炎、神経
根障害、ニューロパチー、非Ａ非Ｂ型肝炎、視神経炎、骨溶解、卵巣癌、少数関節のＪＩ
Ａ、末梢動脈閉塞性疾患、末梢血管疾患、末梢動脈疾患（ＰＡＤ）、静脈炎、結節性多発
動脈炎、多発性軟骨炎、リウマチ性多発筋痛症、白毛症、多関節型若年性特発性関節炎、
多発性内分泌欠乏症、多発筋炎、リウマチ性多発筋痛症（ＰＭＲ）、ポストポンプ症候群
（ｐｏｓｔ　ｐｕｍｐ　ｓｙｎｄｒｏｍｅ）、原発性パーキンソン病、前立腺癌および直
腸癌および造血系悪性病変（白血病およびリンパ腫）、前立腺炎、純赤血球無形成症、原
発性副腎機能不全、再発性視神経脊髄炎、再狭窄、リウマチ性心疾患、ＳＡＰＨＯ（滑膜
炎、アクネ、膿疱症、骨化過剰および骨炎）、強皮症、続発性アミロイドーシス、ショッ
ク肺、強膜炎、坐骨神経痛、続発性副腎機能不全、シリコン関連結合組織病、スネドン・
ウィルキンソン病、強直性脊椎炎、スティーブンス・ジョンソン症候群、全身性炎症反応
症候群、頭蓋動脈炎、トキソプラズマ鼻炎、中毒性表皮壊死症、横断性脊髄炎、ＴＲＡＰ
Ｓ（腫瘍壊死因子受容体関連周期性症候群）、Ｉ型アレルギー反応、ＩＩ型糖尿病、蕁麻
疹、通常型間質性肺炎、脈管炎、春季結膜炎、ウイルス性網膜炎、フォークト・小柳・原
田症候群（ＶＫＨ症候群）、滲出型黄斑変性、創傷治癒、ならびにエルシニアまたはサル
モネラ関連関節症。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　実施例２
　ヒトＩＬ－１７Ａによるラマの免疫処置およびファージディスプレイされたラマ抗体の
Ｆａｂライブラリーの生成
　[058]　ラマ・グラマを、等しい体積の完全（初回注射）または不完全フロイントアジ
ュバントと混合された抗原材料の皮下投与により５回連続で免疫した。一方がヒトＩＬ－
１７Ａである組み換えタンパク質の混合物（注射あたり０．２ｍｇのそれぞれのタンパク
質）（Ｒ＆Ｄ　Ｓｙｓｔｅｍからのキット）を、抗原として用いた。２回目の注射（免疫
処置段階）を、初回注射の３週間後に実施し；３回のさらなる免疫処置を、２週間間隔で
実施した。血液試料（５０ｍｌ）を、それぞれの注射の５日後に採取した（３回目の注射
から開始）。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　実施例７
　ヒト抗ＩＬ－１７Ａ　Ｆａｂ候補の比較ｋｏｆｆスクリーニング
　[077]　ｋｏｆｆスクリーニングを、抗ＩＬ－１７Ａ　Ｆａｂ候補に関して実施した。
ｋｏｆｆスクリーニングは、Ｐａｌｌ　Ｆｏｒｔｅ　Ｂｉｏ　Ｏｃｔｅｔ　Ｒｅｄ　９６
システムを用いて実施された。抗ＦＡＢＣＨ１バイオセンサーを、１０ｍＭ　ＰＢＳ（ｐ
Ｈ７．２～７．４）、０．１％　Ｔｗｅｅｎ－２０および０．１％　ＢＳＡを含む作動緩
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衝液中で３０分間再水和させた。１０×作動緩衝液を、大腸菌上清の試験試料に、１×終
濃度まで添加した。次いで、抗ＦＡＢＣＨ１バイオセンサーを、候補抗体のＦａｂフラグ
メントを含有する大腸菌上清中に浸し、４℃の温度で１２時間インキュベートした。Ｆａ
ｂフラグメントでコートされたセンサーを、作動緩衝液を有するウェルに移し、ベースラ
インを登録した（６０秒間）。次いで、センサーを、抗原－抗体会合を達成するために分
析物溶液（ＩＬ－１７Ａ、３０μｇ／ｍｌ）を有するウェルに移した（３００秒間）。そ
の後、センサーを、さらなる解離のために作動緩衝液を有するウェル中に戻した（３００
秒間）。使用されたセンサーは、それぞれの試験後に再生を施された：それらは、再生緩
衝液（Ｇｌｙ－ＨＣｌ、ｐＨ１．７）中に３回入れられ、そうしてさらなる実験における
使用に適用可能になった。得られた曲線を、Ｏｃｔｅｔ　Ｄａｔａ　Ａｎａｌｙｓｉｓ（
バージョン７．０）を１：１相互作用モデルでの標準的な手順に従って用いて分析した。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８１】
　[084]　培養液を、蠕動式ポンプを備えたＺｅｔａ　Ｐｌｕｓ　Ｍａｘｉｍｉｚｅｒ　
４５１６７０１　６０Ｍ０２デプスフィルターを通して濾過した。抗体の一次精製を、Ｍ
ａｂＳｅｌｅｃｔプロテインＡ親和性媒体（ＧＥ　Ｈｅａｌｔｈｃａｒｅ　Ｌｉｆｅ　Ｓ
ｃｉｅｎｃｅｓ）上で実施した。深層濾過により澄ませた後、培養液を、５０ｍＭ　ＨＣ
ｌ－トリス（ｐＨ７．５）および１５０ｍＭ　ＮａＣｌを含む緩衝液により平衡化された
収着剤に適用した。次いで、その収着剤を、平衡緩衝液で、続いて低伝導率ＨＣｌ－トリ
スで洗浄した。タンパク質の溶離を、Ｇｌｙ－ＨＣｌ緩衝液（ｐＨ３．５）を用いて実施
した。収集された溶離物を、ウイルスの不活性化の目的のために酸性ｐＨに３０分間曝露
し、次いで１Ｍトリス塩基で中和してｐＨ６．８にした。適切なｐＨにした際に、タンパ
ク質溶液を、ＭｉｌｌｉｐｏｒｅＥｘｐｒｅｓｓＰｌｕｓ（登録商標）０．２２μｍ膜（
ＰＶＤＦ）を有するＳＴＥＲＩＣＵＰシステム上で濾過した。ＤＮＡ、宿主細胞タンパク
質および遊離した親和性収着剤のリガンドを除去するための最終精製を、タンパク質溶液
を低伝導率（＜２ｍＳｍ／ｃｍ２）の下で調製されたＱセファロースＦＦ（ＧＥ　Ｈｅａ
ｌｔｈＣａｒｅ）（ｐＨ７．０）を通して流すことにより実施した。次いで、精製された
タンパク質に対してＵｌｔｉｐｏｒＶＦフィルター（ＰＡＬＬ）上でのウイルス除去濾過
を行い、濃縮し、Ｈｉｓ／ＨｉｓＨＣｌ（ｐＨ６．０～６．５）、Ｔｗｅｅｎ－８０およ
びトレハロースを含有する最終緩衝液に対して透析濾過を行った。タンパク質濃度は、５
０ｍｇ／ｍｌ以上であった。得られたタンパク質の精製を、ＳＤＳ－ＰＡＧＥにより評価
した（図１２）。
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